第３回　桐生市総合教育会議　議事録
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企画課長　　　　　和佐田　直樹
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　　　　  （教育委員会事務局）
管理部長　　　　　宮山　始
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主査　　　　　　　金子　秀明
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４．議　題
　（１）桐生市教育大綱の策定について
　（２）翌年度重点的に講ずべき施策等について
　
５．議事の大要
（開始：午後３時３０分）
○開会
<和佐田企画課長>
　
　　○亀山市長あいさつ　
これまでの会議において教育委員の皆様方から頂いた意見を基に調整をしてきた「桐生市教育大綱（案）」について、パブリックコメントを実施した。本日はそのパブリックコメントの結果を踏まえて審議をしていただき、大綱については可能であれば本日最終決定という運びになればと考えている。
また１１月の第２回会議において、教育委員の皆様から「翌年度重点的に講ずべき施策等について」のご意見を頂戴した。平成２８年度の主要事業については、現在市議会で審議中であるが、教育大綱に関わる部分について、この場で報告をさせていただきたい。
平成２７年度最後となる総合教育会議である。委員の皆様には忌憚のないご意見を賜りたい。

○協議・調整事項
<議長：亀山市長>
（１）桐生市教育大綱の策定について
<事務局説明>
桐生市教育大綱については、第１回総合教育会議において大綱策定の方向性について協議・調整した。また第２回総合教育会議において大綱の内容を協議し、「桐生を好きな子供の育成と生涯学習の推進」を柱に、６つの基本大綱で構成する「桐生市教育大綱（案）」が調整された。
その後、平成２７年１２月４日から平成２８年１月１２日までの間、意見提出手続を実施し、１件の意見提出があった。資料１は提出された意見の要旨と考慮結果をまとめたものである。
この方のご意見としては、「基本大綱には５項目が挙げられているが、「確かな学力を育む」こと。この一つに力点を置くべきである。」ということである。なお、基本大綱の項目数に関しては、意見提出者の勘違いで、実際のところ６項目である。
これに対し、事務局案としては学力向上だけではなく、郷土愛を育む教育も重要であるという観点から、この意見については本大綱（案）に反映するものではないと判断しているところである。
このことを踏まえ、桐生市教育大綱（案）については、内容の修正等は行わずに、この「（案）」という文言のみをとる形で正式決定をしたいと考えている。
ご協議のほど、お願いしたい。

<前原委員>
「確かな学力を育む」ということに重点を置くという意見は非常に良いことだと思う。まちづくりの基本テーマとして教育重点推進都市と名乗りを上げるというのも、将来を見据えた立派な意見だと思う。
しかしながら全体の基本となる大綱の方向性を考えると、やはり既に実施をされている新生総合計画や、国の教育振興基本計画における４つの基本的方向性に基づく方策も参酌しなければならない。また教育行政方針の重点施策とのバランス等も鑑みると、やはり学力の向上のみに偏るということは今回の大綱には即さないのではないかと思う。
意見にもあるように、教育の成果を出すまでには時間がかかる。将来を見据えた政策とするべく、まさしく全体を広く見据えて施策の基本を計画するときである。よって学力向上に重点を置くことはもちろんであるが、桐生の歴史や文化、先人が築いてきた郷土の素晴らしさを学び、桐生ならではの特色ある教育を受けることで、豊かな人間性を身につけた人材を育成することも、学力の向上と同じくらい大事なことではないかと思う。よって「確かな学力を育む」ということのみに絞ってしまうというのは、今回の大綱には適していないのではないか。
<亀山市長>
事務局の方針の通りということでよろしいか。
　　　　<前原委員>
はい。

　　　　<大澤委員>
　　　　　　　結論から言うと私もこの事務局の案で良いと思う。
　　　　　　　「確かな学力を育む」ことも大変重要なことだが、学力向上は日々昔から、しかも最近に至っては幼稚園から高校、群馬大学理工学部も交えて学力向上に非常に力を入れている。
　　　　　　　広く教育を網羅するという点では、一つに絞ってしまうと、生涯学習もあるし、文化財とか、心の教育とか、様々な分野を網羅できなくなってしまう。
市民の方が寄せてくださったご意見は大切にしながら、この教育大綱(案)の基本大綱の「②確かな学力と健康な体を育む事業の推進」に、より一層力を入れていくということで取り組んでいければ良いのではないかと思う。
　　桐生の子供たちが十分に力をつけられるように、現場では学力向上と教職員の資質向上などを図っている。この面で、教育行政方針に細かく下ろし、さらに各学校の運営方針にも下ろしていくことで、大綱において一つに絞らなくても取り組んでいけるのではないか。

　　　　<柴崎委員>
私も教育大綱という根本的なものであるので、教育全体を網羅した原案のような形が非常に良いと考える。
ただ、この意見をいただいた市民の方の気持ちも分かるし、やはり学力というのは非常に大事な要素の一つである。ここをなくして教育ということはあり得ない。
今後この大綱を基に、教育委員会で教育行政方針を検討し、それと、その後に各学校で学校の経営方針、また学校ごとにそれぞれの課題に応じた重点的な取り組みが出てくるかと思う。さらに各学級運営方針があるので、そういったものにまで繋がっていく。また、子どもの実態にあったものが、各学校で教育実践されていくということを考えて、教育大綱では全体を網羅したものという形で、今作っているような形が良いと思う。
<亀山市長>
今、皆さんがこの大綱（案）の形で良いという意見だが、他に意見はあるか。
<柴崎委員>
大綱の中身については、今述べたとおり。
ただ、この表紙の一番上に「「桐生を好きな子供」を育てる」と書かれているが、教育大綱の中の基本大綱の大きな項目として「桐生を好きな子供の育成と生涯学習の推進」とあるので、ここに「桐生を好きな子供」とあえて掲げなくても良いと思う。むしろこれはない方が良い。
教育行政方針もこの大綱に基づいて基本方針の中に「桐生を好きな子供の育成と生涯学習の推進」と入れている。そちらとの一貫性を図るためにも、この大綱の中では「桐生を好きな子供の育成と生涯学習の推進」を基本大綱の大きな柱としていくのが良いと思うので、表紙の「「桐生を好きな子供」を育てる」という文言は削除したほうが良いのではないか。
<亀山市長>
柴崎委員から表紙というかレイアウトの話が出たが、これについては大綱に関する内容とは別個の考え方のほうが良いか。それとも中身に関わってくるか。
<事務局>
内容の加除であるとか修正ではなく、あくまでも挿絵とかレイアウトの修正であれば、パブリックコメント実施後の修正も可能であるので、この段階での修正は可能である。
<亀山市長>
では、この桐生市教育大綱の策定については、まず内容について決定をしていただき、その後、レイアウトについて意見を伺うということでよろしいか。
<委員全員>
はい。
<亀山市長>
それではパブリックコメントに対する対応は、事務局案のとおり、大綱の内容については変更をせず、本案を桐生市教育大綱とすることで決定をしてよろしいか。
<委員全員>
異議なし。
<亀山市長>
それでは桐生市教育大綱(案)については、「(案)」を削除とさせていただく。
次に、桐生市教育大綱の表紙にある「「桐生を好きな子供」を育てる」という文言であるが、この大綱をめくると、基本大綱のところで、「桐生を好きな子供の育成と生涯学習の推進」と書いてあることから、この「「桐生を好きな子供」を育てる」という表紙に書かれた文言の削除について、委員の皆様からご意見を伺いたい。
<前原委員>
私も先ほどの柴崎委員の意見と同じで、この「桐生市教育大綱」という大きな文言だけでシンプルにするほうが、かえって重みが出ると考える。全く違う事例を出し、大げさで申し訳ないが、例えば日本国憲法、あるいは大きな法律、規程、そういったものには修飾語はつかない。「桐生市教育大綱」とか「○○法」とか「○○条例」とか、しっかりと重みをつけてシンプルにそれだけを言う。そしてページをめくるとその中で、桐生を好きな子供を育てるということを基本大綱に掲げるほうがむしろすっきりとして分かりやすいと私は思う。
<髙橋教育長>
柴崎委員と前原委員と同意見である。基本大綱の中では「桐生を好きな子供の育成と生涯学習の推進」と一つの言葉で謳っているので、ここで表紙との不都合というか違和感がある。あくまでもこの表紙は表紙として、デザイン的なものも含め、カットの方針のほうが誤解を生まなくて良いのではないか。
<大澤委員>
私も同意見で、この「「桐生を好きな子供」を育てる」というのはなくて良いと思う。
それともう一つ。大綱が公表される場合には、「【参考１】新生総合計画」や「【参考２】教育行政方針」も含めて全部公表するのか。この参考部分は公表を要しないのではないかと思った。
<亀山市長>
桐生市教育大綱(案)として一緒に綴ってある部分が全部公開ということでよろしいのか。
<事務局>
はい。
<柴崎委員>
もしそうだとすれば、特に【参考２】の「教育行政方針」のほうは、基本方針の中に「桐生を好きな子供を育てる」という文言が書いてあるので、ここまで出るのであれば見直しをしたほうが良いと思う。
<事務局>
近日中に定められる教育行政方針との整合性を図り、修正をしたい。
<亀山市長>
それは【参考２】の部分か。
<柴崎委員>
９ページの一番上。「【参考２】教育行政方針」の中の「基本方針」。ここに「桐生を好きな子供」とあるが、大綱と合わせて「生涯学習の推進」という文言が入っている。
<事務局>
【参考２】の「教育行政方針」の部分は平成２７年度バージョンであるので、新しいものが決まり次第、修正をさせていただく。
<亀山市長>
今ここに掲載されているのは平成２７年度の教育行政方針ということで、新たに教育大綱として発表するものにはどういう形で掲載されるのか。
<髙橋教育長>
【参考２】は平成２７年度の教育行政方針が掲載されているが、平成２８年度の教育行政方針についての最終調整を本日行った。そのような都合で、【参考２】の修正が間に合わなかった。よって新しいものに修正をさせていただきたいということ。
<亀山市長>
そうすると大澤委員が言ったように教育大綱にこの【参考１】と【参考２】が必要なのかと思う。むしろ大綱としては要らないのではないか。
<前原委員>
大綱は大綱だけで良いのではないかと思う。
<亀山市長>
教育委員会で教育行政方針を毎年議論していただく中で、この教育大綱については毎年見直す訳ではない。よって、あくまでも参考である「教育行政方針」が基準となり、これは前のだ、これが本当だというのもどうかと思う。
<前原委員>
やはりもし添付するのであれば、「教育大綱」と「新生総合計画」と「教育行政方針」の３つを別冊子にしたほうが良いと思う。
<亀山市長>
そうすれば、表紙の「「桐生を好きな子供」を育てる」という文言を削除。
そして【参考１】、【参考２】を削除。
市民憲章はどうするか。
<前原委員>
市民憲章も削除して良いと思う。
<亀山市長>
【参考１】、【参考２】、桐生市市民憲章までを削除ということで、桐生市教育大綱を決定してよろしいか。
<委員全員>
はい。
<亀山市長>　
それではそのように決定とさせていただく。
本日策定された桐生市教育大綱については、明日３月１５日の午後２時から、小学校、中学校、幼稚園の各会長及び教育会の会長に直接渡し、桐生市の教育行政の目標や根本的な方針について示すとともに、教育現場等に活かしていただくよう伝える予定である。
また生涯学習等の各団体に対しても、積極的にこの教育大綱を活かしていただくようにお願いをする予定になっている。
<塚越委員長>
せっかくできた大綱なので、事務局はもちろん、各方面の方々にもご理解をいただきながら、そして先生方にも周知していただければと思う。
<亀山市長>
そういうことで進めさせていただきたいと思うので、ご理解を賜りたい。教育大綱についてはよろしいか。
<委員全員>
はい。
<亀山市長>
それでは教育大綱の策定にかかる協議はこれで終了とさせていただく。

　　　　
（２）翌年度重点的に講ずべき施策等について
<事務局説明>
資料２については、教育大綱の６つの柱に関して、現在教育委員会で予算要求しているものを区分して記載した。なお、これについては主要事業に限っているので、教育委員会の事業が全部記載されているわけではない。また重複する部分もあるので、ご承知置きいただきたい。
また資料３は、平成２８年度市政運営方針を資料として添付した。教育委員会に関するところは、網掛けをした。
<亀山市長>
市政運営方針については、先日の教育懇談会でも話をした。
教育大綱に関わる部分の平成２８年度の主要事業については、市議会で現在審議中のため、これについて意見と言うのも変ではあるが、何か意見や質問があればお願いしたい。
後でよく見ていただいて、意見等があれば言っていただければ、すぐに対応できるものは対応し進めていきたい。
<柴崎委員>
総合教育会議以外でも市長と教育委員との懇談の場を持たせてもらい、我々もそういうところで意見を言わせてもらってきている。市長にもそうした内容について理解していただいている。
今回ここに掲げられた予算は代表的なものだけという話なので、以前に言ったようなことも含めて考えていただければありがたいと思う。
<亀山市長>
教育委員の皆様とは、懇談会で意見交換をしたり、また意見交換が出来る場づくりというのもしっかりとしていきたい。意見をいただきながら、教育委員会と相談し、進められるものについては進めていきたい。予算を伴う部分では、補正という考えもあるだろうし、また翌年度の事業ということで、重点的に予算配分しながら進めていくことも出来るかと思う。忌憚のないご意見をいただきながら、良い方向で進めていければと思う。
その他
<亀山市長>
平成２７年度の会議は本日が最後となる。委員の皆様には、お忙しい中、昨年の７月から３回にわたりこの会議の運営にご協力をいただき、改めて感謝申し上げる。
また、委員の皆様から貴重なご意見を賜り、市と教育委員会が同じ方向性のもと、無事に大綱を策定することができた。
来年度の会議の開催については、協議事項等が生じた場合に事務局より改めて日程等の調整をさせていただくので、引き続き委員の皆様にはご協力のほどよろしくお願いしたい。
○閉会
<和佐田企画課長>
（終了：午後４時５分）
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